





















































                                                   








































                                                   







































                                                   
 3 Sellars, 1997(1956) 
 4 ただし本稿では、基本的にマクダウェルの記述にそって論述を進めていくこととする。 



































                                                   
 6 荒畑, 2008, p. 98 
 7 McDowell, 1994(1996), p. 60(邦訳, p. 107) 
 8 Davidson, 2001, p. 141(邦訳, p. 224). そしてこれはマクダウェル自身が引用している箇所であ































                                                   
 9 Davidson, 2001, p. 141-146(邦訳, pp. 225-232) 
 10 荒畑が指摘するところでは、『心と世界』におけるマクダウェルのデイヴィドソン解釈はデ
イヴィドソンの問題意識を適切に捉えていないという。荒畑, 2008, pp. 111-112を参照。ただし
この点には深入りしない。 
 11 この名前はデイヴィドソン自身のものではない。たとえば Carpenter, 2003 を参照。 
 12 Davidson, 2001, p. 149(邦訳, p. 237) 
































                                                   
 14 ibid., p. 148(邦訳, p. 235) 































                                                   
 16 McDowell, 1996(1994), pp. 16-17(邦訳, p. 45) 
 17 ibid., p. 17, 脚注 14(邦訳では後注としてまとめられている。対応箇所は p. 311) 
 18 ibid., p. 14(邦訳, p. 41) 
































                                                   
 20 ibid., p. 9(邦訳, pp. 33-34) 





that there is a red apple を見ることだとされる。 




























                                                   
 22 ibid., p. 32(邦訳, p.67) 













































                                                   



































                                                   




































                                                   
 26 ibid., pp. 70-71(邦訳, pp. 125-126) 
 27 ibid., p. 71(邦訳, p. 126) 
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 28 ibid., p. 77(邦訳, p. 135) 



























                                                   
 30 ibid., p. 95(邦訳, pp. 160-161) 言うまでもなく、これはマクダウェルがウィトゲンシュタイン
から借用したものである。Wittgenstein, 2009(1953)の§25と§415を参照。 
 31 McDowell, 1996(1994), p. 67(邦訳, p.119) 
 32 ibid,. pp. xxii-xxiii(邦訳, p. 20) 
 33 ibid., p. 91(邦訳, p. 156). 本節での議論に関連して、マクダウェルは言葉の意味や価値、規範
といったものを「外側からのように」――つまり、それらが視野に入ってこない法則の領界のリ
ソースのみから――説明しようとする試みを断念し、ある種の「慎ましさ modesty」に甘んじる
ことを勧めてもいる。言葉の意味に関しては McDowell, 1998a の第 4論文と第 5論文を（「外側
からのように」や「慎ましさ」はこれらの論文で使われた語彙である）、価値や規範に関しては


































                                                   
 34 Wittgenstein, 2009(1953), §124 
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 37 McDowell, 1996(1994), p. xxiii(邦訳, pp. 20-21) 
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なお、邦訳があるものに関しては積極的に参照させていただいたが、引用のさいには変更を加
えた箇所もある。 
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